
(オ) 　余白や空間の効果，立体感や遠近感，量感や動勢などを捉えること。	

余白や空間の効果，立体感や遠近感，量感や動勢など	

　余白や空間の効果，立体感や遠近感，量感や動勢などを捉えることは，平面作品や立体作品などを豊かに表現したり鑑賞し

たりするための重要な視点である。例えば，背景に何も描かれていない作品を見たときに，余白の効果という視点をもつことで，

それまで感じていなかった作品のよさに気付くことがある。また，彫刻を見たときに，動勢という視点をもつことで，気付かなかっ

た作品の動きや躍動感に気付くことがある。指導に当たっては，これらの効果などと造形の要素の働きとの関連について考えさ

せることや，知ることにより対象を捉える新たな視点をもつことができるようにすることなどが考えられる。	

重要	

様々な空間表現（立体感や遠近感：奥行き）の特徴を捉えよう！（対照性と類似性
による比較鑑賞の工夫） : 図工美術OKAYAMA (exblog.jp)	

https://okachubi.exblog.jp/32311706/	

多様な空間表現の特徴を感じ取ろう（指導例）	

ア　形や色彩，材料，光などの性質や，それらが感情にもたらす効果などを理解することができる。	

あの日あのときあの場所で : 図工美術OKAYAMA (exblog.jp)	
https://okachubi.exblog.jp/24690527/	

あの日あの時あの場所で　（指導例）	
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